
都市計画マスタープラン
未来へ続くまち安芸高田

　本市の現状や、市民の皆さまからのアンケート結果から課題を分析した結果、これから目指すべきまち
づくりの方向性、都市構造が決まりました。これを基に、「都市計画マスタープラン」の策定を進めます。

□政策企画課　企画調整係　☎・お太助フォン 42-5612問

次号ではまちづくりの方向性を
各分野別に詳しく紹介します。

まちづくりの方向性

都市構造

・住居や都市機能を集約
・各施設を適正に配置

コンパクト

・災害リスクの低い地域へ
居住を誘導
・インフラを整備

安全・安心

・独自の産業を活性化
・地域コミュニティーを
強化

活力創出

・誰もが目的地へアクセ
スしやすい環境整備

交通アクセスの確保

市全体として必要な機能を集約するエリア

各地域の住民の日常生活に必要な施設を
集約するエリア

市役所本庁周辺　〈 　  中心拠点 〉

各支所周辺　〈 　  地域拠点 〉

市ホームページで
「都市計画マスタープラン」の
策定状況を公開しています。

・戸建住宅が中心
・低密度な市街地を形成

・商業、文化、行政施設を充実
・高密度な市街地を形成
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拠点間連携（中心拠点と地域拠点の連携）

広域連携（隣接する他市町との連携）

賑わい創出ゾーン

住環境保全ゾーン

賑わい創出ゾーン 住環境保全ゾーン

住環境保全ゾーン

学校規模適正化の推進
教育委員会事務局　教育総務課

目的
▪将来にわたって、子どもたちにソフト・ハードの両面でより良い学
習環境を提供し、将来を見据えた教育行政を推進する。

概要

■保護者の皆さんからの意見を踏まえ、適正な中学校の校数、利
便性の高い場所の選定、開校までのスケジュールなどを定めた
計画を策定し、周知する。

■子どもたちの通学手段の確保や児童交流の実施など、高宮小学
校と川根小学校の統合に向けて、課題を整理し協議を進める。

入城500年記念事業の実施
教育委員会事務局　生涯学習課

目的
▪令和5年の毛利元就郡山城入城500年を機に、「毛利元就」「史跡
毛利氏城跡」の価値と魅力を再興する。

概要

■プロジェクトチームを設置し、記念事業（令和5年12月まで）を実
施する。

■市民団体や企業などから記念事業の企画・実施を募集し、事業
を支援する。
■歴史民俗博物館常設展示をリニューアルする。
■郡山城跡登山道（墓所～本丸ルート）を修復する。

本会議および常任委員会の会議録作成
議会事務局

目的
▪議会運営に関わる会議録を詳しく、速やかに公開し市政への関
心度を向上させる。

概要

■定例会（条例などを審議）および臨時会本会議の会議録を1か月
以内に作成する。

■予算決算常任委員会（予算や決算を審議）の会議録を3か月以内
に全て全文筆記で作成する。
■総務文教・産業厚生常任委員会（市行政の事務を審査・調査）の
会議録をこれまでの要点筆記から全文筆記に改め、2か月以内
に作成する。
■市政への関心を高めるため、上記の会議録をホームページで公
表する。

令和4年度　安芸高田市の仕事目標
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